○六十年前、ドイツ

河の近くにある草むらで、寝そべっているヒトラー。

横に立つアダム。

　アダム「アディ」

反応は無い。

　アダム「アディ、起きろって」

無反応。

肩をすくめるアダム。

近寄ってくる、翼の生えた金髪の少女。ヒトラーの顔を覗き込む。

ちょっと悩んでから、花冠を寝ているヒトラーの頭に載せる。

くすっと笑う少女。

　アダム「おいおい……」

呆れるアダム。

河原で一人踊っている、翼の少女。

少し離れたところで、草むらに座ってその少女を見ているアダムとヒトラー。

　アダム「平和だな」

アダムが言う。

　ヒトラー「……平和など幻想だ。今この時も、闘争は続いている」

　アダム「そうかもな。でも」

アダムは寝転んで空を見上げた。

　アダム「ずっと、この時間が続けばいいのにな……」

小さく微笑むヒトラー。

翼の少女が振り返った。

画面、侵食されるように赤く。

○魔界

夜明けの海に浮かぶ巨大戦艦。

　声　１「第二隊『ライジング・サン』準備完了」

夜の闇を飛ぶ大型機。

　声　２「第三隊『オールド・グローリー』準備完了」

荒野に並ぶ戦車隊。

　声　３「第四隊『トリコローレ』準備完了」

小島で待機する帆船。

　声　４「第五隊『ユニオン・ジャック』準備完了」

海上にズラリ並んだ艦隊。

　声　５「第六隊『ロヒグアルダ』準備完了」

潜水艦。

海中。潜水艦の側面に描かれた、鉤十字の紋章。

その内部で、ヒムラー座っている。

　乗組員「第一隊『ハーケン・クロイツ』。チャージ完了まであと十秒。九、八、七……」

ディスプレイに表示される、カウントダウンタイマー。

ソビエトの地図が宙に表示される。

クレムリンを中心に、六つの光点が示されている。

懐中時計を見つめているヒムラー。

懐中時計、ちょうど十二時をさす。

　乗組員「チャージ、完了しました」

　ヒムラー「予定通りですね」

ヒムラー、おもむろに立ち上がる。

○現代、河原

　ヒトラー「預けた『力』、返してもらう」

ヒトラーの着ている服。平服から、軍服へと姿を変えていく。

　アダム「！？」

身動きの取れないアダム。

　アダム「私を殺した、呪われた力を」

ヒトラーの腕が、アダムの体に潜り込む。

　アダム「ああああああああああっ！」

アダムの体から、ゆっくりと腕を引き抜くヒトラー。

その手にしているのは、ワルサーP38。

完全に引き抜くと、アダムはその場に崩れ落ちた。

　ヒトラー「さぁ」

ヒトラー、まっすぐ前を向いたまま拳銃を高く掲げる。

　ヒトラー「我が闘争の再演だ」

撃つ。

銃弾の軌跡が空に一筋のラインを描く。

帰宅途中、そのラインを見る朝日。

住宅街でそのラインを見る邦道とリティ。

リティ、表情を険しくする。

○潜水艦

光を見て、ヒムラーが眼鏡を光らせる。

　ヒムラー「全軍に通達！　作戦を開始する！」

腕を振り上げ。

　ヒムラー「『ダビデの烙印』を発動せよ！　ジークハイル！」

○魔界、マジカルソビエト周辺

六ヶ所に待機した戦艦や戦闘機他から、光の帯が放出される。

光の帯は海を越え山を越え、クレムリン宮殿を中心とした六芒星を形作る。

六芒星、黄色く発光する。

○マジカルソビエト

宮殿のあちこちで、兵士が苦しんでいる。

何か、強い力で上から押さえつけられている感じ。

執務室で、スターリンが天井を睨む。

　スターリン「来たか！」

　ヴォローシロフ「超広域の結界魔法……こちらの戦力を一気に殺ぐ気でしょう。いかがいたします、スターリン同志」

　スターリン「ふん。ヴォローシロフ、お前は人間界へ向かえ！　リティを呼び戻す」

驚くヴォロー。

　ヴォローシロフ「ボストークを使う気ですか！」

　スターリン「ちょうどいい機会だ。欲を言えば、もう少し時間が欲しかったが」

　ヴォローシロフ「リン姉さん！」

ヴォロー、必死の顔。

　ヴォローシロフ「分かっているんでしょう！　あれを使うということが、どういうことか！」

　スターリン「もちろんだ。何も恥じることはない、あれは我らに永遠の繁栄をもたらすものだ」

　ヴォローシロフ「だからって！」

スターリン、ヴォローを睨みあげる。

　スターリン「気に入らぬというのなら、お前も野に下るか。マオのように」

　ヴォローシロフ「それは……」

スターリン、ヴォローに背を向けて。

　スターリン「命令を変更する。リティには別の者を使いに出す。お前は宮殿の防衛に当たれ」

　ヴォローシロフ「……はい」

スターリン、部屋を出て扉を閉める。

○街中

一心不乱に走るリティ。

　邦　道「どうしたんだよリティ！　何があったんだ！」

追いかける邦道。

リティ答えない。杖を箒にして飛び乗る。

　邦　道「リティ！」

何とか頑張って、箒の後ろに邦道も乗る。

　邦　道「まさか……また奴らが！？」

頷くリティ。

箒が加速する。目指すのは河原。

○河原

倒れているアダム。

銃を手に、傍に立って暫くアダムの顔を見ていたヒトラー、悲しげに目を逸らす。

　ヒトラー「ゲッベルス」

　ゲッベルス「はい、総統閣下」

ヒトラーの後ろに現れるゲッベルス。

　ヒトラー「アダムを頼む」

ゲッベルス、心配げに。

　ゲッベルス「よろしいのですか？　ナチス脅威の科学力を持ってすれば、前世の記憶を呼び起こすこと。不可能ではありませんが」

　ヒトラー「構わない」

　ゲッベルス「……分かりました」

ゲッベルスが指を振るうと、倒れてたアダムの体が浮き上がり、やがてゲッベルスの腕の中に収まった。

　ゲッベルス「それではヒトラー様――」

言いかけたゲッベルスを無視して、空を見上げるヒトラー。遅れてゲッベルスも空を見上げて、驚いてみせる。

　ゲッベルス「まぁ……」

そこにいたのは、箒に乗ったリティと邦道。

　邦　道「アダム！」

降り立つ二人。

　邦　道「お前ら！　アダムに一体何をした！？」

　ゲッベルス「そう心配しないで、赤井邦道さん」

ゲッベルス、微笑んで。

　ゲッベルス「このまま、お家に帰してあげるだけだから。この子を傷つけるつもりはないわ」

　邦　道「信用できるか！」

　ゲッベルス「私たち魔女が、人を傷つけられないことは知っているでしょ？」

　邦　道「それは……」

　ゲッベルス「ふふ。じゃあ、またいずれね」

　邦　道「あ――」

アダムごと消えるゲッベルス。

　邦　道「くっ！」

ヒトラーを見上げ、拳を握る邦道。

AK47を構えるリティ。

睨み合い。

最初に動いたのはヒトラー。銃を下げて。

　ヒトラー「今、お前たちと争うつもりはない。サイレント魔女、お前の相手はノイジーがする」

　邦　道「ふざけるな！　逃げるのか！」

　ヒトラー「……」

無視して去ろうとするヒトラー。

　邦　道「リティ！」

頷くリティ。

　リティ「多数のサイレントマジョリティを考慮に入れて決定します」

リティのアップ。

　リティ「マジカル枢軸を、見過ごせない！」

石田化。AK47を乱射。

土煙に包まれるヒトラー。

撃つのをやめる石田。

煙の中から飛び出してくるヒトラー。リティの眼前に立ち、回し蹴りでリティの頭を捉える。

吹っ飛ぶリティ。河の中に落ちて水飛沫を上げる。

ワルサーP38を構えるヒトラー。銃身が光る。

　ヒトラー「奪い尽くせ」

　邦　道「リティ！」

銃撃により、河の中心で大爆発が起こる。余波で立っていられない邦道。

干上がる河。舞い上げられた河の水が雨のように降る。

何とか避けていたリティ（石田化とけてる）。ただしボロボロ。

　邦　道「リティ……」

ほっとしたような心配なような表情の邦道。目付きを鋭くして。

　邦　道「お前、一体……」

　ヒトラー「アドルフ・ヒトラー」

振り返らず、リティの方を見たまま答える。

　ヒトラー「マジカル枢軸の第一位に立つ者だ」

リティの方に向かって歩き出すヒトラー。

荒い息をしながら銃を構えるリティ。

　ヒトラー「サイレント魔女よ。お前は、誰の為に戦う」

撃つ、が障壁に阻まれ届かない。

　ヒトラー「気付いているのだろう。魔女は人間の思想から生まれてくる。だが、多数派、などという思想はない」

立ち止まる。

　ヒトラー「お前が本当に守りたいものは、一体何だ」

　リティ「私は、みんなのために……」

見詰め合う二人。

ヒトラー、目を閉じる。

　ヒトラー「下らない質問だったな」

ヒトラー振り返り、邦道を見る。

邦道、びくっとなり。

　邦　道「な、何だ！」

　ヒトラー「……いや」

顔を逸らすヒトラー。

再びリティを見て。

　ヒトラー「さらばだ、サイレント魔女。もう会うこともないだろう」

言いながら、消えていく。

完全に消えた頃、ようやくリティが銃身を下ろし、ばったりと倒れた。

　邦　道「リティ！」

叫んでリティに駆け寄る邦道。

○魔界、マジカルソビエト

上空からパラシュートをつけて降下するドイツ兵たち。

次々やられるソビエト兵。

ドイツ兵、宮殿を包囲する。

及び腰のソビエト兵。

ドイツ兵、互いに頷き合い、宮殿へと突撃する。

瞬間、空間に走る亀裂。

猛烈な吹雪がドイツ兵を襲い、氷付けにする。

戦場のあちこちで、同様の現象が起こる。

吹雪の中心、宮殿の正門前に立っているのは、ヴォローシロフ。

手に持った杖には、スーパーコンボイST601の文字。

　ヴォローシロフ「奪うことしか知らないファシストが。おこがましくも楯突くか！」

警戒して近付いてこないドイツ兵たち。

続く睨み合い。

と、遥か上空から、すごい勢いで突進してくる影。

乗っている箒には、Ju87の文字。

空を仰ぐヴォロー。

杖をかち合わせるヴォローと影。

二人、一度距離をとる。

　ヴォローシロフ「……雑魚ではないな」

影――ルーデル。にやりと笑い、動く。

　ルーデル「ハイル・ヒトラー！」

突っ込む。

○魔界、戦況の見える小高い丘

　キ　ム「あなたは戦わなくていいのかしら？　ダビデの星は、確実にマジカルソビエトの戦力を殺いでるわよ」

　マ　オ「平気ヨ。この程度でやられるリンじゃないアル」

マオ、風水盤を手にしている。

　マ　オ「ワタシは、ワタシのすべきことをするネ」

意識を集中するマオ。

風水盤、光だす。

○朝日の家、玄関

　朝　日「ただいまー」

帰ってくる朝日。

靴を見て。

　朝　日「……邦道、帰ったのかな？」

○朝日の家、リティの部屋

電気がついていない。

怪我だらけのリティ。ぼうっと考え事をしている。

すると、ドアをノックする音。

　朝　日「（オフ）リティ、今いい？」

その声に反応する。立ち上がり、ドアを開けるリティ。

朝日が入ってくる。

　朝　日「ちょっと話が……どうしたのその怪我！　また、枢軸の奴らと？」

リティ、苦笑い。

　朝　日「ああもう、手当てしたの邦道でしょ。こんな適当で、本当に何も出来ないんだから……！　待ってて、もう一回手当てを……」

部屋から出て行こうとする朝日を止めるリティ。首を振って微笑む。

　朝　日「まぁ、リティがいいならいいんだけど……」

呟く朝日。

リティ、首を傾げて。

　リティ『（スケブ）お話は、何ですか？』

　朝　日「あ……うん。昨日のことよ」

リティ、はっとする。

（回想・七話）

朝日、膝をつく。リティの背中を掴む。

　朝　日「お願い――邦道を、連れて行かないで……っ」

沈黙。

朝日の手を離れ、振り返るリティ。朝日を抱きしめる。

顔を上げる朝日。リティ、穏やかな顔。

風に揺れるカーテン。

開いた窓の外を眺めている朝日。

　リティ『（スケブ）約束破って、ごめんなさい！』

　朝　日「そ、そうじゃなくて！」

朝日手を振りまわして。

　朝　日「あの時は、あたしが自分勝手だったっていうか。あたしが邦道のことなにも分かってなかっただけのくせに、邦道が遠くに感じるのはリティのせいだって、責任全部リティに押し付けて――」

リティ、きょとん。

朝日、肩を落とし。

　朝　日「謝らなきゃって、思ってたのよ。ごめんね、リティ」

首を振るリティ。

　朝　日「……」

微笑む朝日。

朝日、姿勢をただし。

　朝　日「それともう一つ、これだけは……どうしても、はっきりしておきたくて」

リティ、首を傾げる。

　朝　日「あたしは……。あたしは、邦道のことが好き」

朝日、顔を真っ赤に、でも目を逸らさず。

　朝　日「あいつの単純なトコとか、優しいトコとか、ナイーブなくせに、変なところで頑固なトコとか。悔しいけど、大好きなのよ」

リティ、スケブを抱きしめて朝日を凝視。

　朝　日「ねえ。リティは、邦道のこと……どう思ってるの？」

リティの顔のアップ。瞳の光が揺れる。

　朝　日「やっぱり、リティも邦道のこと……」

見つめあい、沈黙。

息を呑む。

と。

ガシャーン！

窓が割れ、スローモーションで飛び込んでくる影。

飛び散るガラス片。

驚愕する朝日とリティ。

空中で三回転に捻りをいれて、朝日の部屋に降り立ったのは――使い魔のサイレン。

　朝　日「な……な……っ！？」

突然の事態に声が出ない朝日と裏腹に、リティ喜びの表情でサイレンに抱きつく。

　朝　日「ちょ、ちょっとリティ！　もしかして、知り合い……なの？」

頷くリティ。

サイレン、手に立て札を持って。

　サイレン『My name isサイレン』

　朝　日「ま、魔界ってそんな生き物もいるのね……」

冷や汗を流す朝日。

　朝　日「って。どうするのよ、この状況……」

室内の惨状に目を向ける二人と一匹。

何度も頭を下げて謝るリティ。

　朝　日「……もういいから。とりあえず、片づけるから手伝って」

リティ、サイレンを叱ろうと人差し指を立ててサイレンに向かう。

サイレン、立て札でリティを押し返す。

と、立て札の表面にスターリンの画像が浮かんだ。

　スターリン「久しぶりだな、リティよ」

リティ、慌てて背筋を正す。

ガラス片を拾っていた朝日、リティに目をやる。

　朝　日「リティ？」

　スターリン「そこにいるのは、築地朝日か」

　朝　日「え？　なに……？」

サイレン、立て札を朝日に構える。

　スターリン「私の名はスターリン。マジカルソビエトで、書記長を務めている」

○朝日の家、玄関

　邦　道「ただいまーって、俺の家じゃないけどな」

入ってくる邦道。

二階から降りてくる朝日。

　朝　日「あ……邦道」

邦道を見つけるなり、頬を染める。

　邦　道「よう。帰ってたのか」

　朝　日「う、うん。どこ行ってたの？」

　邦　道「包帯が足りなくなったから、買出しにな。リティは部屋か？」

　朝　日「……そうよ」

不機嫌になる朝日。

　朝　日「リティの上司とかいうすっごく偉そうな幼女から連絡があって。リティと邦道に、話があるんだって」

　邦　道「何だって？　……で、お前はどこに行くんだ？」

靴を履いている朝日。

立ち上がり。

　朝　日「どこでもいいでしょ！」

　邦　道「朝日？」

激しくドアを閉めて出て行く。

　邦　道「なんだ……？」

○リティの部屋

　邦　道「魔界で、戦争が！？」

サイレンが立て札を持っている。それを見ている、驚いた顔の邦道とリティ。

立て札の向こうで、スターリンが解説。

　スターリン「そうだ、マジカル枢軸は遂に侵攻を開始した。全土で同志たちが応戦してくれているが、ヒトラーの放った結界魔法により苦境を強いられているのが現状だ」

立て札に映る戦場。

　スターリン「本来ならば、有り得なかったはずの戦なのだがな」

　邦　道「どういう意味だ？」

一呼吸置いて、スターリン。

　スターリン「魔界の地下には、天秤と呼ばれる装置がある」

映る天秤の間。

　スターリン「この装置は、人間界で生まれた思想エネルギーのうち、左よりのものを我らマジカルソビエトへ、右よりのものをマジカル枢軸へと供給する装置だ。これによって、魔女は安定した思想エネルギーを得ることになった。だが」

スターリン。

　スターリン「代わりに、片方が大きく勝利することも出来なくなった。左右の均衡が崩れれば、天秤が……ひいては魔界そのものが崩壊することに繋がるからだ」

　邦　道「待ってくれ。じゃあヒトラーがこのままマジカルソビエトを滅ぼせば、マジカル枢軸まで一緒に滅びるっていうことか！？」

　スターリン「そうだ。そしてそうなれば、魔女は誰一人生きてはいけぬだろう」

　邦　道「何でそんなことを……」

スターリン、少し黙り。また語りだす。

　スターリン「奴の目的は、その先にあるからだ」

　邦　道「その先？」

　スターリン「そうだ。魔界が滅びれば、魔界の陰に隠れていたもう一つの世界が顔を出すことになる」

　邦　道「もう一つの世界って……」

白亜の城のイメージ。

　スターリン「天使たちが住まう城――天上界だ」

○住宅街

　朝　日「まったくもう！」

セミが鳴いている。

朝日が歩いている。

　朝　日「何が、ただの人間には関係ない話だ、よ！　あの幼女！」

子供達が走っていく。

　朝　日「あたしだって、色々協力してきたじゃない！　話を聞く権利くらいあるはずよ！　あたしだって……」

車が通り過ぎる。

　朝　日「あたしだって……」

強い風に、朝日が顔を覆う。

風が過ぎ去った後、周囲から音が消えていた。

　朝　日「え……？」

　ル　フ「――こんなジョークを知っているかい」

はっとして振り仰ぐ朝日。街灯の上に、ルフが立っていた。

　ル　フ「日本は、世界で最も資本主義的発展を遂げた、社会主義国である。面白いことを言う人もいるものだね」

　朝　日「な、なにっ？」

ルフ、靴の裏を凍らせることで、街灯を垂直に降りながら。

　ル　フ「個性という神話を崇めながら、格差を拒絶する矛盾。全体と個の境界線が曖昧なんだ。人が、右と左を同時に内包している。だからこそ、天秤も日本を選んだ……なんて、ただの噂話だけどね」

　朝　日「誰よあなた！」

ルフ、街灯を蹴って飛び上がり、朝日の前に着地する。

　ル　フ「僕はルフ。風雪のルフ」

丁寧にお辞儀をして。

　ル　フ「はじめまして。築地朝日さん」

　朝　日「っ！」

朝日、鞄を前に持って身構える。

　朝　日「もしかして、マジカル枢軸の……！」

　ル　フ「違うよ、僕は枢軸にも、マジカルソビエトにも属さない。君に危害を加えるつもりもないよ。ただ一つ、風の便りをとどけに来ただけ」

　朝　日「風の便り……？」

　ル　フ「そう。信じるも信じないも、君の自由」

強い風で、ルフのマントが翻る。

　ル　フ「もうすぐ、この世界は消えてなくなるんだ」

○リティの部屋

スターリンが語る。

　スターリン「六十年前のことだ。ヒトラーは一人の少女に出会った」

羽の生えた、少女のイメージ映像。

　スターリン「『天使』ラウバル。彼女は魔界より上位の次元――天上界よりやってきた」

ヒトラーとラウバル。

　スターリン「当時の天上界は絶対中立を貫き、ラウバルが枢軸側に肩入れすることを許さなかった。結局、ラウバルは天上界によって命を奪われた」

闇に呑まれるラウバル。

　スターリン「奴の思想は、そのせいで狂ったのだろうな。均衡を破り、大軍を率いてマジカルソビエトに攻め込んできおった。その時は、返り討ちにしてやったがな」

真剣に聞いているリティたち。

　スターリン「奴のナチズムが標榜する国家とは、マジカル枢軸のことでもマジカルドイチェのことでもない。ラウバルただ一人のことをさして言う」

スターリン、厳しい顔。

　スターリン「奴の目的は、天上界への侵攻だ。そのためには、どんな犠牲を払おうとも気に留めまい」

リティ、厳しい顔。

　邦　道「それで、俺たちはどうすれば……」

　スターリン「うむ。まずは、なんとしても魔界を守り抜かねばならん。サイレント魔女リティ。協力者、赤井邦道。二人には、魔界まで来てもらいたい」

　邦　道「俺たちが、魔界に……！」

顔を見合わせる二人。

　スターリン「世界を守るため、二人の力が必要なのだ」

　邦　道「リティ」

　リティ「（こくん）」

頷きあう二人。

　邦　道「分かった。行くよ、魔界へ」

　スターリン「うむ。では――」

ばん！

立て札が撃ちぬかれて、画面が消える。

　邦　道「なっ！」

驚く邦道。身構えるリティ。走り回るサイレン。

　カメンスキー「……悪いが、行かせるわけにはいかない」

窓の外で硝煙を棚引かせているのは、能面のカメンスキー。

部屋の中に、手榴弾――のような潜行檀が転がる。

　カメンスキー「ここで終わりだ」

白い光に包まれる。

○住宅街

　朝　日「世界が消えるってどういうことよ！」

叫ぶ朝日。

　ル　フ「さて、ただの噂話だからね。でも――」

風が吹くと、ルフが消えていた。見渡せば、高い木の上に居る。

　ル　フ「終わりはいつも、手の届かない場所で起こるそうだよ」

　朝　日「ちゃんと説明しなさいよ！」

　ル　フ「全部が分かると、信じるのは傲慢だよ」

と、いつの間にかルフが背後に居る。

　ル　フ「魔女は人の思想から生まれるのに、肝心の人間が置き去りにされている。歪だけれど、それが現実さ」

　朝　日「！？」

　ル　フ「魔女でもない、協力者でもない。ただの人間に、もう何かを変える力はないのさ。君も――」

ルフが指を鳴らすと、空から白い結晶がちらちらと降ってきた。

　ル　フ「夏に降る雪のように、ただ運命を受け入れるしか道はない」

雪は、地面に落ちる前に全て融けた。

　朝　日「あたしには、何も出来ないって言うの！？」

　ル　フ「言ったよね、僕はただの風説だよ。僕の中に答えはない」

強い風に顔を覆う。

　ル　フ「何も持たない人間が、何を選択するのか。楽しみにしているよ」

朝日が見渡すと、もう誰もいない。

　朝　日「……なんだったのよ」

呆然とする朝日。

○朝日の家の周辺

煙を纏わりつかせながらAK47を撃ちまくる石田。

かわしながら逃げていくカメンスキー。

追いかける石田。

二人が辿り付いた先は、２話でノイジーと戦った公園。

あの頃より破壊力の上がっているリティ。

それを見て街灯の上に立ち、カメンスキーが言う。

　カメンスキー「なるほど。サイレント魔女として、完成に近付いてはいるらしい」

AK47の攻撃。

かわしたカメンスキー、空に立ち銃を撃つ。避けられない石田。

　カメンスキー「だが、動きが鈍いな。ヒトラーに受けた傷のせいか」

石田の反撃。カメンスキー避ける。

石田が手を前方に突き出すと、空に魔方陣が現れ、そこからザンギュラが出てくる。身構えるカメンスキー。

ザンギュラのウリアッ上を避けると、その先で石田が待ち構えていた。

　石　田「それでも僕は、君よりは強い。当たり前の話だよね」

引き金に力が入る。

　カメンスキー「それはどうかな」

カメンスキーが取り出した何かを見て、石田はカメンスキーから大きく離れた。

　カメンスキー「これを見ても、まだそんなことが言えるか」

カメンスキーが手にしていたのは――リティのスケッチブック。

表情を変えないまま、汗を流す石田。

　カメンスキー「まだまだ隙が多すぎるな。……大事なものなのだろう？」

駆け出す石田。カメンスキーの背後を取る。

　カメンスキー「おっと」

スケブを盾にするカメンスキー。石田、攻撃できない。

カメンスキーに銃の柄で殴られる。

更に追い討ちを掛けるカメンスキー。石田、上手く反撃できない。

　カメンスキー「さぁどうした、私より強いのだろう？　反撃して見せろサイレント魔女！　私諸共こいつを吹っ飛ばす覚悟があるのならな！」

反撃しようとするが、スケブが目に入り躊躇う。

銃撃で吹っ飛ぶ石田。

距離をとって対峙する二人。

　カメンスキー「結局、お前はそうなのだ」

揺れる石田。

　カメンスキー「多数派のためと言いながら、自分の大切なものを切り捨てることもできない。認めるがいい。サイレント魔女など、多数の代弁者など、偽りに過ぎぬことを！」

石田が動く。

　石　田「僕は……」

銃を構える。

　石　田「みんなが仲良くできる世界を作る。当たり前の話だよね」

銃声――

○公園

走って追いかけてきた邦道。リティの後ろ姿を見つける。

　邦　道「リティ、ここにいたのか」

足元に散らばっている紙切れ。

　邦　道「あいつは、倒したのか？」

言いながら近付く邦道。

リティは振り返らない。

紙切れの中の、千切れたスケブの表紙に気付く邦道。

　邦　道「あ……それ……」

リティ、目元を拭うような動作をしてから振り返る。

精一杯頭を下げるリティ。

面食らう邦道。

　邦　道「お、おい。大丈夫だよ、気にするなって」

邦道の顔色を窺うように、顔を上げるリティ。

　邦　道「そんな高かったわけでもないしな。仕方なかったんだろ」

でも……とちょっと引き気味にもじもじするリティ。

　邦　道「また買ってやるからさ」

ぶんぶんと手を振るリティ。

　邦　道「遠慮するなよ。……まあそれも、戦いが終わってからだけどな」

顔を引き締めるリティ。

　邦　道「魔界を守るんだろう？　これからだぜ、リティ」

邦道微笑み、つられてリティも微笑む。

　邦　道「っても、魔界に行くってどうすればいいんだ？」

リティ、マジックで自分の左腕に書き書き。

　リティ『（腕）まずは、邦道さんの家に』

　邦　道「うち？」

頷くリティ。反対側の右腕に書き書き。

　リティ『準備があるので、先に行って待っていてください』

　邦　道「分かった。……て、腕をスケブ代わりに使うなよ。お前確か、手話使えなかったっけ」

ぽんと手を打ち、苦笑いするリティ。

　邦　道「まったく。じゃあ、先に行ってるけど」

　リティ『（手話）私も、すぐに行きます』

　邦　道「ああ」

行って、立ち去る邦道。

笑顔で見送るリティ。

――その、後ろ姿。

○六十年前

河原。セピア色。

ワルサーP38を、アダムに渡すヒトラー。

真剣な顔で受けとるアダム。

　アダム「いいのか？」

　ヒトラー「他に方法はない。――私が力を取り戻すまで、お前は生きていないだろう。さよならだ」

　アダム「きっとまた会えるさ。そのためなら、何度だって生まれ変わってやるよ」

ヒトラー笑う。

アダム、ヒトラーに銃を突きつける。

　アダム「またな、アディ」

銃声。

○マジカル枢軸、廊下（画面を右から左に歩きながら）

古城。

　コイズミ「お帰りなさいませ、ヒトラー様」

コイズミ、満面の笑みでヒトラーを迎える。

　ヒトラー「ああ」

通り過ぎるヒトラー。コイズミ後に続く。

　コイズミ「作戦はなかなか順調ですわ。ただヴォローシロフさんがなかなか粘っていまして、まだ宮殿の扉は開かないのですけれど」

唇に指を当て、残念そうに言うコイズミ。

　ヒトラー「そうか」

　コイズミ「……本当に、魔界を滅ぼすつもりですの？」

立ち止まるヒトラー。

　コイズミ「後には、何も残りませんわ」

　ヒトラー「分かっている」

再び歩き出す。

　ヒトラー「だが、止めることは出来ない。私自身にも」

○クレムリン宮殿、廊下（画面を左から右に歩きながら）

　スターリン「奴を放置していたのは、私の失策だ」

スターリンとフルシチョフ。

　スターリン「天秤がある限り、マジカル枢軸は競合相手ではあっても倒すべき敵ではない。そう思い込んでいた」

マントを翻す。

　スターリン「であるからこそ、60年前奴が姿を消した時に、それ以上の追討は掛けなかった。ふん、自分の愚かさが恨めしいわ。奴のナチズムは、とっくに壊れていたというのにな」

　フルシチョフ「あるいは」

フルシチョフが言い、スターリンが立ち止まる。

　フルシチョフ「魔女としては、ヒトラーめの方が正常なのかもしれませんな。魔界が誕生する以前、魔女がそれぞれ独立して活動していた頃は、それが普通だったのですから」

　スターリン「魔界以前だと？」

フルシチョフを睨むスターリン。涼しい顔で目を逸らすフルシチョフ。

溜息。再び歩き出すスターリン。

　スターリン「どちらにせよ、もはや均衡がどうとは言っていられん。一時的にバランスを大きく欠いても、ヒトラーは粛清する必要がある。今度こそ復活せんようにな」

スターリンの顔アップ。

　スターリン「奴は我々にとって、障害でしかない、そう……」

○枢軸

　ヒトラー「魔界は滅ぼす。それ以外の道はない」

ヒトラーのアップ。

　ヒトラー「立ち塞がるものは全て侵略する。それが何者であろうと」

○マジカルソビエト

　スターリン「ヒトラーと」

○枢軸

　ヒトラー「スターリンと」

○ヒトラーとスターリン

　二　人『仲良くする必要はない』

○マジカル枢軸

ヒトラー、エレベーターの前で立ち止まる。

　ヒトラー「お前は、なぜ私に協力する？」

不思議そうに、コイズミ。

　コイズミ「はい？」

　ヒトラー「――魔界が滅べば、お前も無事ではすまない。同盟など有名無実だ」

ヒトラーの見下ろす目線。

　ヒトラー「金が目的ではない。地位に固執しているわけでもない。お前が私に協力する理由が、私には見つからない」

　コイズミ「まぁ、そんなこと」

くすくすと、コイズミが笑う。ヒトラー不思議そうな顔。

コイズミ、ヒトラーを見上げ。

　コイズミ「ヒトラー様を尊敬しているから、では理由になりませんか？」

　ヒトラー「……」

　コイズミ「ご心配なさらずとも、私は万事、自分がしたいことをしているだけですわ」

満面の笑み。

　ヒトラー「……感謝する」

帽子を目深に被るヒトラー。

ヒトラーだけ、エレベーターに乗る。

　ヒトラー「後のことは任せた」

　コイズミ「はいっ。行ってらっしゃいませ、ヒトラー様」

手を振って見送るコイズミ。

エレベーターが閉まる。

○人間界、雑木林。

　カメンスキー「く……」

血を流しながら歩くカメンスキー。の、仮面が割れて一部プレハーノフ。

　カメンスキー「協力者よりも多数派を取るか……未だ、不完全と言うことか…！」

　ル　フ「さあ、どうかな」

背後を取るのが好きなルフ。

　カメンスキー「貴様は、風雪の魔女……！？」

　ル　フ「僕を知っているのかい？　嬉しいな」

　カメンスキー「戯けるな。今の言葉はどういう意味だ！」

　ル　フ「ただの噂話だよ。失うことで、強くなる絆もある、なんて」

ルフ、空を見て。

　ル　フ「風の中に聞こえないかい。彼女の、心の旋律が」

訝るプレハーノフ。

○公園

散らばった紙切れ。

しゃがんで紙切れを集めているリティの後ろ姿。

指で摘んで、紙を引っ張る。

破れた紙を集めて何とか復元できた、『ありがとうございます』の文字。ただし半分近くが焼けて、幾つかの文字がよく見えない。

（回想・第２話）

○邦道の家

リティの視線に気付いた邦道。

　邦　道「ああ、これか？」

包装された薄い板状のそれを、リティに手渡す。

　邦　道「お前に買ってきたんだよ。開けてみな」

リティ、目をぱちくりさせて荷物の包装を解く。出てきたのは、スケッチブック。

　邦　道「ノートより、そっちのほうが書きやすいだろ」

リティ、目を輝かせて邦道を見てから、スケブに何か書き込む。

一ページ目に書かれた内容は、『ありがとうございます』。

リティ、満面の笑み。

○公園

震える指先。

しずくが、地面に落ちる。

――ぼろぼろと泣くリティ。目をいくら拭っても涙は止まらない。

泣きながら顔を上げて、口を開閉する。声にならないのが、もどかしいとでも言うように。

○マジカルドイチェ

かつて、ヒトラーが演説をした城。

あの時の賑わいが嘘のように、今は誰もいない。

尖塔の上に立つノイジー・舞ノリティ。

　ノイジー「リティ……」

鋭い目付き。

　ノイジー「あなたにだけは、絶対に負けないんだから！！」

　　　　　　つづく

